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後　

記

本
号
で
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
三
〇
日
に
外
交
史
料
館
講
堂
で
行
わ
れ
た
講
演

会
「
外
交
記
録
か
ら
見
る
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
の
日
中
関
係
」
の
記
録
を
掲
載

し
ま
し
た
。
井
上
正
也
成
蹊
大
学
教
授
は
「
日
中
平
和
友
好
条
約
交
渉
―
『
全
方

位
平
和
外
交
』
の
再
検
討
―
」
と
題
し
て
、
同
条
約
締
結
を
実
現
し
た
福
田
赳
夫

政
権
が
日
ソ
・
日
中
関
係
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
国
内
政
治
の
動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、

い
か
に
外
交
交
渉
を
進
め
た
の
か
を
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。
川
島
真
東
京
大
学
教

授
は
「
公
開
さ
れ
た
外
交
記
録
に
お
け
る
中
国
首
脳
―
中
曽
根
政
権
期
の
日
中
首

脳
外
交
か
ら
見
る
―
」
と
題
し
て
、
中
曽
根
総
理
と
胡
耀
邦
総
書
記
の
親
密
な
関

係
に
代
表
さ
れ
る
八
〇
年
代
の
日
中
関
係
の
特
徴
を
論
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

日
本
の
外
交
記
録
公
開
が
国
内
外
に
与
え
た
効
果
や
意
義
に
つ
い
て
も
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

服
部
龍
二
編
纂
委
員
は
、「
三
〇
年
ル
ー
ル
の
起
源
と
外
交
記
録
公
開
」と
題
し
、

外
交
記
録
公
開
が
開
始
さ
れ
た
前
後
の
政
、
官
、
学
三
者
関
係
を
分
析
し
て
い
ま

す
。田
中
角
栄
内
閣
の
大
平
正
芳
外
相
が
、評
論
家
の
萩
原
延
壽
か
ら
三
〇
年
ル
ー

ル
の
知
識
を
得
て
、
国
会
で
文
書
公
開
の
方
向
性
を
示
し
、
こ
れ
を
受
け
外
務
省

が
公
開
準
備
に
着
手
し
た
こ
と
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
〇
年
一
〇
月
二
六
日
に
は
、
浅
井
良
夫
成
城
大
学
教
授
を
お
迎
え

し
て
、
研
究
会
「
貿
易
・
為
替
自
由
化
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
経
済
―
一
九
四
九
〜

六
四
年
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
研
究
会
で
は
、
戦
後
日
本
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

な
ど
の
国
際
機
関
に
加
盟
し
、
一
九
六
四
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国
へ
の
移
行
を
達
成
す

る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
、
関
係
記
録
や
最
新
研
究
動
向
に
も
触
れ
な
が
ら
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
そ
の
記
録
を
ご
報
告
後
の
質
疑
応
答
と
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

神
山
晃
令
編
纂
委
員
に
よ
る
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
八
日

の
日
本
の
国
連
加
盟
確
定
後
の
第
一
一
回
国
連
総
会
に
お
け
る
日
本
代
表
の
活
動

及
び
こ
れ
を
慶
賀
す
る
た
め
の
国
連
加
盟
記
念
行
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
藤
麻
里
職
員
に
よ
る
史
料
紹
介
で
は
、
外
務
省
記
録
「
新
潟
港
米
穀
津
留
一

件
」
か
ら
、
米
穀
輸
出
統
制
政
策
で
あ
る
津
留
令
が
、
各
国
と
結
ん
だ
条
約
と
の

兼
ね
合
い
や
民
衆
の
動
向
に
よ
り
解
除
さ
れ
て
い
く
過
程
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
特
集
：
明
治
一
五
〇
年
」
で
は
、
平
成
三
〇
年
が
明
治
元
年
か
ら
起
算
し
て

一
五
〇
年
目
で
あ
る
こ
と
を
記
念
し
て
当
館
で
実
施
し
た
各
種
事
業
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
別
館
展
示
室
で
開
催
し
た
「
条
約
書
に
み
る
明
治
の
日

本
外
交
」
展
や
北
海
道
立
文
書
館
及
び
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
連
携
展
示
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
た
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
の
解
説
や
報
告
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
今
般
刊
行
し
た
『
日
本
外
交
文
書　

占
領
期　

関
係
調
書
集
』
の

概
要
、
平
成
三
〇
年
一
二
月
に
一
般
公
開
し
た
「
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
検
索
シ

ス
テ
ム
」
の
紹
介
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
大
学
生
、
大
学
院
生
向
け
に
開
始
し
た

「
史
料
利
用
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
の
記
事
も
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

以
上
『
外
交
史
料
館
報
』
第
三
二
号
の
概
要
に
つ
き
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

本
号
刊
行
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
掲
載
論
文
な
ど
の
論
旨
は
、
執
筆
者
個
人
の
見
解
で
あ
っ
て
、
外
務
省
の

公
式
見
解
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。〉

外
交
史
料
館
報　

第
三
二
号

平
成
三
一
年
三
月
二
五
日

編
集
発
行　

外
務
省
外
交
史
料
館

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
―
五
―
三

電
話　

〇
三
―
三
五
八
五
―
四
五
一
一

印　
　

刷　

東
京
都
大
田
福
祉
工
場

東
京
都
大
田
区
大
森
西
二
―
二
二
―
二
六


